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『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
︱
︱
専
修
大
学
本
・
天
理
図
書
館
本
を
中
心
に
︱
︱稲
垣
信
子
一
︑
は
じ
め
に
院
政
期
以
後
の
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
に
は
︑
当
時
の
訓
読
を
示
す
乎
古
止
点
や
和
訓
だ
け
で
な
く
詩
句
や
和
歌
の
題
・
出
典
な
ど
を
注
記
し
た
も
の
が
あ
る
︒
か
つ
て
︑
三
木
雅
博
氏
は
︑
建
長
三
年
(一
二
五
一
)
の
講
書
に
用
い
ら
れ
た
菅
原
長
成
書
写
本
(専
修
大
学
図
書
館
蔵
蜂
須
賀
家
旧
蔵
)
に
お
け
る
冒
頭
・
立
春
部
の
佳
句
や
和
歌
に
付
さ
れ
た
注
記
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
︑
平
安
後
期
か
ら
院
政
期
︑
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
︑
博
士
家
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
様
々
な
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
関
す
る
情
報
が
集
約
さ
れ
て
お
り
︑
更
に
︑
写
本
を
深
く
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
従
来
の
漢
学
史
や
歌
学
史
の
研
究
で
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
が
見
つ
か
り
新
し
い
視
点
が
開
け
て
く
る
可
能
性
が
出
て
く
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る(1
)
︒
本
稿
で
は
︑
数
多
く
存
す
る
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
な
か
で
︑
専
修
大
学
図
書
館
蔵
建
長
三
年
本(2
)
(
以
下
﹁
専
修
本
﹂
と
称
す
る
)・
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
三
年
本(3
)
(
以
下
﹁
天
理
本
﹂
と
称
す
る
)・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
文
化
十
一
年
本(4
)
(
以
下
﹁
国
会
本
﹂
と
称
す
る
)・
某
氏
蔵
正
安
二
年
本
日
本
古
典
文
学
会
複
製
本(5
)
(以
下
﹁
ほ
る
ぷ
本
﹂
と
称
す
る
)・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
[
函
架
番
号
特
八
二
一
-
五
六
]
(
以
下
﹁
京
都
本
﹂
と
称
す
る
)
等
の
注
記
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
二
︑
注
記
或
垂
花
下
潜
増
墨
子
之
悲
時
舞
鬢
間
暗
動
潘
郎
之
思
︿
雨
八
〇
﹀
四
一
こ
の
八
〇
番
の
詩
句
に
は
︑
影
印
で
は
次
の
よ
う
に
多
く
の
注
記
が
見
出
さ
れ
る
︒
(A
～
C
の
順
に
注
記
の
み
翻
刻
)
こ
の
う
ち
﹃
典
麗
賦
選
﹄
の
注
記
に
つ
い
て
は
︑
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
三
木
雅
博
氏(6
)
の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
そ
れ
と
は
別
に
︑
A
(専
修
本
)・
B
(天
理
本
)
に
は
右
の
よ
う
に
﹁
右
窂
﹂
と
い
う
注
記
が
見
え
る
︒
こ
の
﹁
右
窂
﹂
が
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
考
え
て
み
た
い
︒
こ
れ
は
﹁
密
雨
散
如
絲
賦
﹂
に
か
か
わ
る
注
記
と
推
察
さ
れ
る
︒
そ
の
下
の
﹁
文
選
張
景
陽
詩
文
﹂
は
︑
張
景
陽
﹁
雑
詩
十
首
﹂
(
其
三
)
﹁
密
雨
如
散
絲
﹂
の
詩
句
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
詩
句
は
︑
現
存
の
﹃
六
十
巻
本
文
選
﹄
で
は
第
二
十
九
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
と
こ
ろ
で
︑
当
該
箇
所
の
﹁
右
窂
﹂
に
つ
い
て
考
え
る
に
当
た
り
︑
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
︑
C
(京
都
本
)
の
注
記
に
﹁
左
六
十
﹂
と
見
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
︒
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
四
二
つ
ま
り
︑﹁
右
窂
﹂
の
﹁
窂
﹂
は
或
い
は
巻
次
と
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
︒
す
る
と
︑
喚
起
さ
れ
る
の
は
通
行
の
六
十
巻
本
で
は
な
い
百
二
十
巻
本
の
﹃
唐
鈔
文
選
集
注(7
)
﹄
が
気
に
な
る
こ
と
と
な
る
︒
残
念
な
が
ら
張
景
陽
の
詩
句
は
︑
百
二
十
巻
本
の
現
存
本
に
は
見
出
さ
れ
な
い
︒
但
し
︑
第
五
十
六
・
五
十
九
が
現
存
し
て
い
る
の
で
︑
そ
の
所
収
作
品
順
か
ら
張
景
陽
の
詩
句
は
︑
巻
五
十
八
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
︒
従
っ
て
︑
﹁
右
窂
﹂
の
﹁
窂
﹂
は
﹁
﹂
の
よ
う
に
書
写
の
変
遷
を
経
た
結
果
生
じ
た
注
記
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
猶
︑
こ
の
﹃
唐
鈔
文
選
集
注
﹄
本
の
利
用
に
つ
い
て
は
反
切
注
記
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
な
の
で
次
に
記
す
こ
と
と
す
る
︒
三
︑
反
切
注
記
を
め
ぐ
っ
て
専
修
本
・
天
理
本
に
注
記
さ
れ
て
い
る
反
切
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
︒[
表
一
]
は
︑
注
記
さ
れ
て
い
る
反
切
と
現
存
す
る
韻
書(8
)
・
古
辞
書(9
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
反
切
を
対
照
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
︒
⃝専
は
専
修
本
を
︑
⃝天
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
四
三
[表
一
]
詩歌番号
大
廣
益
會
唐
写
本
王
仁
増
修
互
註
反
切
注
記
玉
篇
昫
刊
補
缼
切
韻
廣
韻
龍
龕
手
鑑
五
経
文
字
禮
部
韻
略
新
撰
字
鏡
34
荑
大
奚
切
反
玉●
大
奚
反
音
夷
音
夷
⃝天
117
⃝専
漾
餘
亮
反
餘
亮
反
餘
亮
反
余
亮
反
余
亮
反
餘
亮
切
⃝天
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
四
四
222
⃝専
脆
青
歳
反
青
歳
切
清
歳
此
苪
二
反
⃝天
319
朶
都
果
反
都
果
切
都
果
反
⃝天
369
碪砧
同
字
也
渉
林
反
知
林
切
陟
林
反
擣
衣
石
也
擣
石
⃝天
433
迸
此
諍
反
彼
諍
切
北
諍
反
北
諍
反
⃝天
437
藋
徒
弔
反
(或
誤
用
入
声
他
字
也
)
徒
叫
切
徒
弔
反
徒
弔
反
⃝天
481
杪
玉●
云
弥
紹
反
彌
紹
切
弥
小
反
⃝天
は
天
理
本
を
示
し
︑
例
え
ば
︑﹁
一
一
七
漾
﹂
と
﹁
二
二
二
脆
﹂
の
二
例
は
︑
専
修
本
と
天
理
本
の
両
方
に
注
記
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
管
見
に
よ
れ
ば
︑
反
切
注
記
と
全
て
一
致
す
る
と
い
う
現
存
韻
書
は
な
い
よ
う
で
あ
る
︒﹃
大
廣
益
會
玉
篇
﹄
と
一
致
す
る
注
記
は
四
例
﹁
三
四
・
二
二
二
・
三
一
九
・
四
八
一
﹂
で
あ
る
︒﹁
三
四
荑
玉●
大
奚
反
音
夷
﹂﹁
四
八
一
杪
玉●
云
弥
紹
反
﹂
の
﹁
玉
﹂
は
﹃
玉
篇
﹄
の
省
略
と
考
え
ら
れ
る
(﹁
三
四
﹂
に
つ
い
て
は
︑
杤
尾
武
氏
が
翻
字
に
お
い
て
﹃
玉
篇
﹄
と
指
摘
さ
れ
て
い
る(3
)
︒
)
か
ら
︑
こ
れ
ら
は
﹃
玉
篇
﹄
の
逸
文
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑﹃
唐
写
本
王
仁
昫
刊
謬
補
缺
切
韻
﹄
と
一
致
す
る
注
記
は
二
例
﹁
一
一
七
・
四
三
七
﹂
で
あ
り
︑
﹁
四
三
三
﹂
に
つ
い
て
も
﹁
此
﹂
は
﹁
北
﹂
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒
ま
た
︑﹃
廣
韻
﹄
と
一
致
す
る
注
記
は
四
例
﹁
一
一
七
・
四
三
七
・
六
六
一
・
六
六
七
﹂
で
あ
る
︒
以
上
の
こ
と
か
ら
︑
専
修
本
・
天
理
本
に
注
記
さ
れ
て
い
る
反
切
は
︑
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
四
五
514
艋
莫
粳
反
莫
粳
切
莫
粳
反
⃝天
661
甫
方
矩
反
方
禹
切
方
矩
切
方
矩
切
⃝天
667
鑠
書
薬
反
書
薬
切
書
薬
切
⃝天
753
驪
力
知
反
力
支
切
力
知
切
⃝天
﹃
玉
篇
﹄
や
﹃
切
韻
﹄
系
の
韻
書
を
も
と
に
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
︑
次
の
よ
う
に
興
味
深
い
例
も
あ
る
︒
｢七
五
三
驪
加
知
反
﹂
に
つ
い
て
は
︑
表
に
依
れ
ば
﹃
五
経
文
字
﹄
の
反
切
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
︑
実
は
こ
の
反
切
は
﹃
文
選
﹄
呉
都
賦
(左
太
沖
)の
注
に
見
ら
れ
る
も
の
と
も
一
致
す
る
︒
呉
都
賦
は
﹃
唐
鈔
文
選
集
注
﹄
で
は
巻
九
に
所
収
さ
れ
︑
現
存
し
て
い
る
︒
そ
の
該
当
箇
所
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
︒
未
知
驪
龍
之
所
蟠
也
︿
音
决
磧
七
歴
反
︒
䔥
千
積
反
︒
礫
音
歴
︒
驪●
力●
知●
反●
︒
蟠
歩
寒
反
︒﹀
引
用
の
﹁
音
决
﹂
は
﹃
文
選
音
決
﹄
(﹃
日
本
国
見
在
書
目
録
﹄
に
︑
十
巻
・
公
孫
羅
撰
と
あ
る
)
を
指
し
︑
そ
れ
を
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
書
き
込
み
し
た
人
が
︑
直
接
利
用
し
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
が
︑
恐
ら
く
﹁
七
五
三
驪
﹂
の
反
切
に
つ
い
て
は
︑﹃
唐
鈔
文
選
集
注
﹄
そ
の
も
の
に
従
っ
て
注
記
し
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
念
の
為
に
申
し
添
え
る
が
︑
他
の
﹃
六
臣
注
﹄
等
に
は
右
の
反
切
の
記
事
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
と
す
れ
ば
︑
前
掲
し
た
反
切
の
﹃
玉
篇
﹄
と
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
つ
い
て
は
︑﹃
唐
鈔
文
選
集
注
﹄
記
載
の
引
用
と
い
う
可
能
性
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
︑
遺
憾
な
が
ら
現
存
本
で
の
論
証
は
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
で
き
な
い
︒
四
︑
古
鈔
本
に
お
け
る
漢
数
字
を
め
ぐ
っ
て
前
掲
の
影
印
は
︑﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
上
巻
・
秋
部
・
秋
興
﹁
林
間
煖
酒
焼
紅
葉
石
上
題
詩
掃
緑
苔
﹂
︑
A
(専
修
本
)︑
B
(天
理
本
)
で
あ
る
︒
両
本
に
は
﹁
白
題
仙
遊
寺
二●
四●
﹂
の
注
記
が
あ
る
︒
﹁
白
﹂
は
白
居
易
も
し
く
は
﹃
白
氏
文
集
﹄
の
省
略
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
︑
詩
題
右
下
に
付
さ
れ
て
い
る
漢
数
字
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
そ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
︒
次
に
掲
げ
る
[
表
二
]
は
︑
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
お
い
て
﹃
白
氏
文
集
﹄
を
出
典
と
す
る
詩
句
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
数
字
注
記
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
表
中
の
上
段
の
番
号
は
︑﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
本
和
漢
朗
詠
集
﹄
の
詩
歌
番
号
を
示
し
︑
本
文
の
冒
頭
七
字
分
の
み
掲
出
し
て
い
る
︒﹃
白
氏
文
集
﹄
(那
波
本
)
卷
数
は
︑
花
房
英
樹
氏
(﹃
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
﹄・
朋
友
書
店
・
昭
和
三
十
五
年
)
の
綜
合
作
品
表
に
依
っ
て
い
る
︒
﹁
専
修
本
﹂・﹁
天
理
本
﹂
・
﹁
国
会
本
﹂・﹁
ほ
る
ぷ
本
﹂
・
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
数
字
を
示
し
て
い
る
︒
参
考
の
た
め
に
永
青
文
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
四
六
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
四
七
75
霞
光
曙
後
殷
於
火
64
六
十
八
六
十
四
87
白
片
落
梅
浮
澗
水
18
十
八
十
八
十
八
十
八
103
漸
欲
拂
他
騎
馬
客
66
七
六
七
六
七
六
六
十
六
104
巫
女
廟
花
紅
似
粉
17
十
七
十
七
十
七
十
七
114
池
色
溶
々
藍
染
水
64
七
四
七
四
七
四
六
十
四
126
落
花
不
語
空
辭
樹
57
六
七
六
七
六
七
五
十
七
133
悵
望
慈
恩
三
月
盡
16
(
二
)
二
六
十
六
二
六
137
晩
蘂
尚
開
紅
躑
躅
16
二
六
十
六
144
背
壁
残
燈
経
宿
焰
67
(七
)
七
七
七
七
六
十
七
[表
二
]
古
典
文
学
大
系
詩
歌
番
号
和
漢
朗
詠
集
本
文
白
氏
文
集
那
波
本
専
修
大
天
理
大
国
会
本
ほ
る
ぷ
本
永
青
文
庫
冒
頭
の
七
文
字
を
掲
出
20
歌
酒
家
々
花
處
々
56
六
六
六
六
五
十
六
五
十
六
27
背
燭
共
憐
深
夜
月
13
二
三
二
三
十
三
十
三
50
留
春
々
不
住
春
歸
51
六
一
六
一
五
十
五
十
一
51
竹
院
君
閑
銷
永
日
58
六八
六八
五
十
八
五
十
八
52
惆
悵
春
歸
留
不
得
13
二
三
二三
十
三
67
鶯
聲
誘
引
来
花
下
18
二
八
十
八
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
四
八
252
誰
人
隴
外
久
征
戍
16
二
六
二
六
二
六
十
六
十
六
254
不
酔
黔
中
争
去
得
18
十
八
十
八
266
霜
蓬
老
鬢
三
分
白
67
七
七
七
七
六
十
七
六
十
七
286
前
頭
更
有
蕭
條
物
67
(
七
)
七
七
七
七
六
十
七
六
十
七
301
不
堪
紅
葉
青
苔
地
13
二
三
二
三
二
三
十
三
302
黄
纐
纈
林
寒
有
葉
54
六
四
六
四
六
四
五
十
四
308
城
柳
宮
槐
漫
揺
落
68
六
八
六
八
六
十
八
六
十
八
309
秋
庭
不
掃
携
藤
杖
13
二
三
二
三
二
三
十
二
十
三
327
切
々
暗
窓
下
喓
々
14
十
四
十
四
十
四
十
四
328
霜
草
欲
枯
虫
思
苦
66
七
六
七
六
六
十
六
338
可
憐
九
月
初
三
夜
19
二
九
二
九
十
九
341
竹
霧
暁
籠
銜
嶺
月
16
二
六
二
六
345
八
月
九
月
正
長
夜
19
二
九
二
十
九
二
九
十
九
352
十
月
江
南
天
氣
好
20
二
十
二
十
二
十
廾
356
一
盞
寒
燈
雲
外
夜
69
七
八
七
八
七
八
六
十
九
375
銀
河
沙
漲
三
千
里
53
六
三
六
三
五
十
三
387
氷
消
見
水
多
於
地
67
七
七
七
七
七
七
六
十
七
483
茶
能
散
悶
為
功
浅
56
六
六
五
十
六
147
甕
頭
竹
葉
経
春
熟
17
二
七
二
七
二
七
十
七
150
風
吹
枯
木
晴
天
雨
20
二
十
二
十
二
十
廾
151
風
生
竹
夜
窓
間
臥
19
二
九
十
九
159
青
苔
地
上
銷
残
雨
66
(七
)
七
六
七
六
六
十
六
160
露
簟
清
瑩
迎
夜
滑
52
六
二
六
二
五
十
二
168
竹
亭
陰
合
偏
宣
夏
68
七
八
七
八
七
八
六
十
八
171
盧
橘
子
低
山
雨
重
20
(二
)
二
十
二十
二
十
廾
175
風
荷
老
葉
䔥
條
緑
13
二
三
二
三
二
三
十
三
204
䔥
颯
涼
風
与
悴
鬢
19
十
九
十
九
208
但
喜
暑
随
三
伏
去
57
六
七
六
七
六
七
五
十
七
209
槐
花
雨
潤
新
秋
地
55
六
五
六
五
五
十
五
221
林
間
煖
酒
焼
紅
葉
14
二
四
二
四
二
四
十
四
223
大
底
四
時
心
惣
苦
14
二
四
二
四
二
四
十
四
230
相
思
夕
上
松
臺
立
13
二
三
二
三
二
三
十
三
234
遅
々
鐘
漏
初
長
夜
12
十
二
235
燕
子
楼
中
霜
月
夜
15
二
五
十
五
242
三
五
夜
中
新
月
色
14
二
四
二
四
十
四
十
四
243
嵩
山
表
裏
千
重
雪
65
(七
五
)
七
十
五
七
十
五
六
十
五
六
十
五
庫
蔵
﹃
倭
漢
朗
詠
抄
注(10
)
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
﹃
白
氏
文
集
﹄
の
卷
数
も
載
せ
た
︒
﹇
表
三
﹈
は
︑
先
に
掲
示
し
た
﹇
表
二
﹈
を
も
と
に
﹃
白
氏
文
集
﹄
(那
波
本
)
の
卷
数
と
﹁
専
修
本
﹂・﹁
天
理
本
﹂・﹁
国
会
本
﹂
の
漢
数
字
と
が
一
致
す
る
も
の
を
示
し
て
い
る
︒
(和
漢
朗
詠
集
の
本
文
は
省
略
)
こ
の
表
か
ら
ま
ず
︑
最
初
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
︑
漢
数
字
が
﹃
白
氏
文
集
﹄
の
卷
数
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒﹃
白
氏
文
集
﹄
(那
波
本
)
と
卷
数
が
一
致
す
る
表
記
は
七
例
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑﹁
三
〇
八
﹂
に
つ
い
て
は
﹁
六
十
八
﹂
で
は
な
く
﹁
六
八
﹂
と
注
記
さ
れ
て
お
り
︑
表
記
の
混
乱
に
よ
る
た
め
の
﹁
六
十
八
﹂
の
誤
り
と
理
解
す
べ
き
か
猶
問
題
は
残
る
︒
一
方
︑
︹
表
四
︺
は
﹃
白
氏
文
集
﹄
(
那
波
本
)
の
卷
数
と
﹁
専
修
本
﹂・﹁
天
理
本
﹂
・
﹁
国
会
本
﹂
の
漢
数
字
と
が
一
致
し
な
い
も
の
を
示
し
て
い
る
︒
﹁
二
四
三
﹂
﹁
三
四
五
﹂﹁
五
一
二
﹂
以
外
は
︑﹃
白
氏
文
集
﹄
(那
波
本
)
の
卷
数
と
十
(一
部
に
つ
い
て
は
九
)
の
異
同
が
見
ら
れ
る
︒
更
に
︑
七
六
︑
七
七
︑
七
八
と
い
う
漢
数
字
の
表
記
が
あ
り
︑
こ
れ
は
ど
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
四
九
512
帆
開
青
草
湖
中
去
16
二
二
二
二
616
鶴
籠
開
處
見
君
子
57
六
七
六
七
五
十
七
698
愁
苦
辛
勤
顦
顇
盡
14
二
四
二
四
742
長
夜
君
先
去
残
年
64
六
十
四
六
十
四
六
十
四
743
往
事
眇
茫
都
似
夢
17
二
七
二
七
十
七
744
蘇
州
舫
故
龍
頭
暗
57
六
七
六
七
五
十
七
754
人
間
禍
福
愚
難
料
57
六
七
六
七
792
蝸
牛
角
上
争
何
事
56
六
六
六
六
五
十
六
[表
三
]
古
典
文
学
大
系
詩
歌
番
号
白
氏
文
集
(那
波
本
)巻
数
専
修
本
天
理
本
国
会
本
327
14
十
四
十
四
十
四
104
17
十
七
十
七
87
18
十
八
十
八
150
20
二
十
171
20
(二
)
二
十
二十
357
20
二
十
二
十
二
十
742
64
六
十
四
六
十
四
308
68
六
八
六
八
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
五
〇
743
17
二
七
二
七
67
18
二
八
151
19
二
九
338
19
二
九
二
九
345
19
二
九
二
十
九
二
九
50
51
六
一
六
一
160
52
六
二
六
二
375
53
六
三
六
三
302
54
六
四
六
四
六
四
209
55
六
五
六
五
20
56
六
六
六
六
483
56
六
六
792
56
六
六
六
六
126
57
六
七
六
七
六
七
208
57
六
七
六
七
六
七
616
57
六
七
六
七
744
57
六
七
六
七
754
57
六
七
六
七
[表
四
]
古
典
文
学
大
系
詩
歌
番
号
白
氏
文
集
(那
波
本
)巻
数
専
修
本
天
理
本
国
会
本
27
13
二
三
二
三
52
13
二
三
175
13
二
三
二
三
二
三
230
13
二
三
二
三
二
三
301
13
二
三
二
三
二
三
309
13
二
三
二
三
二
三
221
14
二
四
二
四
二
四
223
14
二
四
二
四
二
四
242
14
二
四
二
四
698
14
二
四
二
四
235
15
二
五
133
16
(二
)
二
六
二
六
137
16
二
六
252
16
二
六
二
六
二
六
341
16
二
六
二
六
147
17
二
七
二
七
二
七
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
︒
現
存
す
る
﹃
白
氏
文
集
﹄
と
は
異
な
る
巻
構
成
の
も
の
が
存
在
し
て
い
た
の
か
︒
そ
れ
と
も
卷
数
表
記
で
は
な
い
︑
別
の
考
え
方
︑
即
ち
︑
例
え
ば
帙
と
冊
次
数
と
い
う
考
え
方
も
成
り
立
つ
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
例
え
ば
︑﹁
六
七
﹂
は
第
六
帙
七
冊
目
(巻
五
十
七
)
︑
﹁
七
四
﹂
は
第
七
帙
四
冊
目
(巻
六
十
四
)︑﹁
七
八
﹂
は
第
七
帙
八
冊
目
(
第
六
十
八
と
第
六
十
九
は
合
冊
と
考
え
ら
れ
る
)
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
︒
そ
れ
に
従
え
ば
︑
天
理
本
の
﹁
三
四
五
﹂
は
﹁
二
十
九
﹂
と
あ
る
が
﹁
二
九
﹂
の
誤
り
︑
天
理
本
・
国
会
本
の
﹁
二
四
三
﹂
は
﹁
七
十
五
﹂
と
あ
る
が
﹁
七
五
﹂
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
漢
数
字
の
注
記
は
︑﹃
白
氏
文
集
﹄
(
那
波
本
)
と
同
じ
漢
数
字
の
表
記
(﹁
十
﹂
字
を
使
用
し
て
い
る
)
は
︑
原
則
と
し
て
卷
数
を
注
記
し
て
お
り
︑
﹃
白
氏
文
集
﹄
(
那
波
本
)
の
卷
数
と
異
同
が
み
ら
れ
る
漢
数
字
は
︑
帙
と
冊
次
数
を
注
記
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
漢
数
字
の
注
記
に
は
︑﹃
白
氏
文
集
﹄
の
卷
数
表
記
と
帙
な
ら
び
に
冊
次
数
表
記
が
併
存
し
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
︒
こ
の
不
統
一
の
原
因
の
明
確
な
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
︑
可
能
性
と
し
て
は
︑
卷
数
表
記
と
帙
な
ら
び
に
冊
次
数
表
記
の
付
記
者
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
︒
猶
︑﹁
五
一
二
﹂
の
漢
数
字
﹁
二
二
﹂
は
巻
数
表
記
も
帙
な
ら
び
に
冊
次
数
表
記
を
考
慮
し
て
も
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
『白
氏
文
集
﹄
の
巻
数
表
記
に
つ
い
て
は
︑
後
藤
昭
雄
氏
(﹃
新
日
本
古
典
文
学
大
系
江
談
抄
﹄
・
岩
波
書
店
・
平
成
九
年
)
が
︑﹃
通
憲
入
道
蔵
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
五
一
51
58
六八
六八
114
64
七
四
七
四
七
四
243
65
(七
五
)
七
十
五
七
十
五
103
66
七
六
七
六
七
六
159
66
(七
)
七
六
七
六
328
66
七
六
七
六
144
67
(七
)
七
七
七
七
266
67
七
七
七
七
七
七
286
67
(七
)
七
七
七
七
387
67
七
七
七
七
七
七
168
68
七
八
七
八
七
八
356
69
七
八
七
八
七
八
512
16
二
二
二
二
書
目
録
﹄
を
引
い
て
︑﹃
白
氏
文
集
﹄
七
十
卷
は
七
帙
に
︑
一
帙
十
卷
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
︑
更
に
︑﹃
後
二
条
師
通
記
﹄
永
長
元
年
十
二
月
五
日
に
﹁
江
中
納
言
(匡
房
)
来
臨
︒
受
文
集
説
︒
一
二
六
七
帙
所
読
也
︒﹂
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
佐
藤
恒
雄
氏
(﹃
藤
原
定
家
研
究
﹄・
風
間
書
房
・
平
成
十
三
年
)
は
︑
後
二
条
師
通
が
永
長
元
年
十
二
月
五
日
に
匡
房
か
ら
受
講
し
た
﹁
一
二
六
七
帙
﹂
の
文
集
も
巻
一
か
ら
巻
二
十
ま
で
と
巻
五
十
一
か
ら
巻
七
十
一
ま
で
を
内
容
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
︒
五
︑
ま
と
め
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
に
記
さ
れ
た
注
記
の
一
部
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
︒
反
切
注
記
に
つ
い
て
は
︑﹃
玉
篇
﹄
や
﹃
切
韻
﹄
系
の
韻
書
を
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑﹁
七
五
三
驪
﹂
は
︑﹃
唐
鈔
文
選
集
注
﹄
の
引
用
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒﹃
白
氏
文
集
﹄
を
出
典
と
す
る
詩
句
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
数
字
の
注
記
は
︑﹃
白
氏
文
集
﹄
の
巻
数
表
記
と
帙
な
ら
び
に
冊
次
数
表
記
が
併
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
『和
漢
朗
詠
集
﹄
本
文
に
訓
み
を
示
す
訓
点
や
和
訓
を
付
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
行
間
に
は
作
品
の
由
来
や
作
者
に
つ
い
て
注
記
し
て
︑
下
欄
に
は
出
典
や
作
者
に
関
す
る
注
記
等
︑
様
々
な
情
報
を
書
き
込
ん
で
博
士
家
独
自
の
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
と
考
え
た
い
︒
﹇
注
﹈
(1
)
三
木
雅
博
﹁
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
博
士
家
写
本
の
解
読
学
的
情
報
と
し
て
の
︿
注
記
﹀
の
読
み
取
り
﹂
(
院
政
期
文
化
研
究
会
編
﹃
院
政
期
文
化
論
集
第
二
巻
言
説
と
テ
キ
ス
ト
学
﹄
所
収
・
森
話
社
・
平
成
十
四
年
)
(2
)
専
修
大
学
図
書
館
蔵
(蜂
須
賀
家
旧
蔵
)
・
建
長
三
(一
二
五
一
)
年
菅
原
長
成
筆
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
専
修
大
学
図
書
館
蔵
古
典
籍
影
印
叢
刊
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
(専
修
大
学
出
版
局
・
昭
和
五
十
六
年
)
(3
)
天
理
図
書
館
蔵
(佐
佐
木
信
綱
氏
旧
蔵
)・
貞
和
三
(
一
三
四
七
)
年
安
倍
直
明
筆
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
杤
尾
武
著
﹃
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
附
漢
字
索
引
和
歌
用
語
索
引
﹄
(臨
川
書
店
・
平
成
五
年
)
に
影
印
・
翻
字
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
(4
)
国
立
国
会
図
書
館
蔵
・
文
化
十
一
(一
八
一
四
)
年
菅
原
長
親
書
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
杤
尾
武
編
﹃
国
会
図
書
館
蔵
和
漢
朗
詠
集
内
閣
文
庫
蔵
和
漢
朗
詠
集
私
注
漢
字
総
索
引
﹄
(新
典
社
・
昭
和
六
十
年
)
(5
)
某
氏
蔵
・
正
安
二
(
一
三
〇
〇
)
年
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
日
本
古
典
文
学
会
複
製
(ほ
る
ぷ
出
版
・
昭
和
五
十
三
年
)
(6
)
前
掲
注
(1
)
論
文
︒
(7
)
『唐
鈔
文
選
集
註
彙
存
﹄
一
～
三
(
上
海
古
籍
出
版
社
・
二
〇
〇
〇
年
)
猶
︑
論
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
︒
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
五
二
山
崎
誠
﹁
式
家
文
選
学
一
斑
︱
︱
文
選
集
注
の
利
用
︱
︱
﹂
(﹃
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
﹄・
和
泉
書
院
・
平
成
五
年
)
陳
翀
﹁﹃
集
注
文
選
﹄
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
﹄
(﹃
中
国
文
学
論
集
﹄
第
三
十
八
号
・
九
州
中
国
文
学
会
・
平
成
二
十
一
年
)
佐
藤
道
生
﹁
平
安
時
代
に
於
け
る
﹃
文
選
集
注
﹄
の
受
容
﹂
(﹃
注
釈
書
の
古
今
東
西
﹄・
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
・
平
成
二
十
三
年
)
(8
)
顧
野
王
著
﹃
大
廣
益
會
玉
篇
﹄
(中
華
書
局
出
版
・
一
九
八
七
年
)
王
仁
昫
著
﹃
唐
写
本
王
仁
昫
刊
謬
補
缼
切
韻
﹄
(廣
文
書
局
・
中
華
民
国
五
十
三
年
)
陳
彭
年
撰
﹃
廣
韻
﹄
(谷
風
主
編
﹃
辭
書
集
成
・
巻
二
十
二
～
二
十
三
﹄
國
結
出
版
社
・
一
九
九
三
年
)
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
編
集
委
員
会
編
﹃
増
修
互
註
禮
部
韻
略
﹄
(八
木
書
店
・
昭
和
五
十
七
年
)
(9
)
正
宗
敦
夫
編
﹃
日
本
古
典
全
集
龍
龕
手
鑑
﹄
(日
本
古
典
全
集
刊
行
會
・
昭
和
九
年
)
『五
經
文
字
﹄
(杉
本
つ
と
む
編
﹃
異
体
字
研
究
資
料
集
成
一
期
別
卷
1
﹄
雄
山
閣
出
版
・
昭
和
五
十
年
)
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
﹃
古
典
索
引
叢
刊
三
新
撰
字
鏡
﹄
(
全
國
書
房
・
昭
和
一
九
年
)
(10
)
『細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
倭
漢
朗
詠
抄
注
﹄
(汲
古
書
院
・
昭
和
五
十
九
年
)
(11
)
但
し
︑
ほ
る
ぷ
本
に
於
い
て
︑
﹁
三
〇
九
﹂
は
﹁
十
二
﹂
と
あ
る
が
﹁
十
三
﹂
の
誤
り
︑
﹁
五
〇
﹂
は
﹁
五
十
﹂
と
あ
る
が
﹁
五
十
一
﹂
の
誤
り
︑
﹁
七
五
﹂
は
﹁
六
十
八
﹂
と
あ
る
が
﹁
六
十
四
﹂
の
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
が
前
提
で
あ
る
︒
こ
の
違
い
を
単
な
る
書
写
ミ
ス
と
考
え
て
い
い
の
か
ど
う
か
問
題
は
残
る
︒
『和
漢
朗
詠
集
﹄
古
鈔
本
の
注
記
札
記
に
つ
い
て
五
三
